





















































































































































































































 the date of notification by the C
om
m















聞記事の切り抜きが圧倒的に多い月であっ 他方、不思議なことに、多くの人がラーベ邸に早々と移り住んでいる。電灯廠所長の白、その友人の韓 いずれも本書二四二頁︶ 、電灯廠筆頭技術者の陸法曽と妻と従僕︵同二四六頁︶ 、ガウ将軍と従僕︵同上︶ 、煉瓦工場所有者で韓の友人の孫︵同二八九頁︶といった人たちの移住の事実を、私たちは初めて知らされたのであった。　
註１、
M
innie Vautrin’ s D
iary 1937, p.44, M





















氏から電報がくる。 ﹁生活必要品電報せよ﹂ 。これからするとママがきっ ひどく心配しているのだ。クネッケパン︵
K
näckebrot ︶を一杯に詰めた旅行カバンを天津から私に送れなかったものだから、今度はシュミット氏か




























































︶ ﹂ ︵独︶ 、
 ⑪﹁シナは和平に絶対反


















﹁日本軍機、二日で爆弾二五二六発投下、東京十一月二日︵同盟︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁九
か国会議非難の大集会今日南京で 、写真説明⑦﹁何が残ったか︵イ ターナショナルニュースフォト ﹂︵英︶ 、








十一月三日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、





︵英︶ 、﹁記者におもてなし﹂ ︵英︶ 、﹁爆撃機、上海西の村を爆撃、死者百五十人﹂ ︵英︶ 、﹁日本の蘇州空爆に効果なし、蘇州十一月二日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、

﹁飛行機が広東九龍線を爆撃、広東十一月二日︵ロイター︶ ﹂















































































てヒトラーの議事録から知られたこととして、ヴィッケルトはこの十一月五日を﹁ヒトラーの支配の歴史における転換点﹂だったと述べている で、それを引用する。　﹁この一九三七年十一月五日はヒトラーの支配の歴史における転換点だった。戦争をして他の国々を︿電光石化﹀に襲撃すると、この日初めてヒトラーが決心したからではない。それは恐らく彼の古くからのトラウマであったが、そうではなくて二人の担当大臣と三人の権限 有する国防軍最高司令官 前でその秘密を漏らしたが、ほかならぬこの日だったからだ。　ヒトラーは彼らの前で平和を愛する政治家の役から、未来の偉大なる軍司令官、英雄、世界史の道具と て自







①﹁九か国会議開催、ブリュッセル十一月二日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、②﹁現代イギリス外交政策の基本方針、










︶ ﹂ ︵独︶ 、⑧﹁ブリュッセル会











寄稿﹂ ︵英︶ 、⑪﹁敵二千クリーク横断の激戦に、上海十一月四日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑫﹁日本軍
敗残兵投降、上海十一月四日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑬﹁更に敗残兵殺害、上海十一月四日︵中央通訊︶
｣ ︵英︶ 、
⑭﹁浦東民家破壊、上海十一月四日︵中央通訊 ﹂ ︵英︶ 、⑮﹁シナ軍山西の北で戦略的撤退達成、太原十一月四日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑯﹁津浦戦線不変、済 十一月四日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑰﹁上海南市に難民キャンプ設営をシナ軍承認、上海十一月四日︵中央通訊︶ 英 ⑱﹁敵兵満載の列車 十二両満洲へ、済南十一月四日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑲﹁会 失敗ならシナ 抵抗を継続、 十一月三日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ ⑳﹁上海南市の避難続く﹂ ︵英︶ 、









﹁世界の目はブリュッセルに、ブリュッセル十一月三日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、

﹁シ






























































い。英国の対日貿易が後退 ているという不平の声がすでに英国では大きくなっているが、それとても英国が日本では嫌われているからなのだ。そして﹁ポンド﹂ないし ﹁金ドル﹂が問題であ とき、英国もアメ カも冗談が分からない。初めに取引︵
G
eschäft ︶ありきであって、そのずっとずっと後になってシナ人民などなどがく
る。なんといっても英国はシナの かでも揚子江岸における貿易上の利益をしっかりと守らねばならな 、しかしそのためには日本と戦争を始めねば らないなどと、本当に言えるのだろうか。いいや、そうは言えない！
 と








































のそれをまさに遙かに凌駕して る。これを無視して議論 るこ はで 。日本は攻撃 なぜそんなに先延ばししなかったのか、それをかなりよく知って たの 日本だ あと四、五年もすれば十中八九は成長したシナの国民軍に、日本は立ち向 うことになる。そんな危険は冒したくなかったのだ！〔比較と研究６〕　
このように︵一︶の一九三九年版の﹃敵機﹄に﹁傍線﹂を付した箇所は︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄にはあ





































































　︵注、右に﹁読点﹂を付した箇所は、 ︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄で削除され、 ︵三︶のヴィッケルト版でも削除されている で︵四︶ 邦訳版にもない︶ 。　①﹁日本のグループが共産主義を非難、東京十一月三日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、②﹁日本軍太原まで十二マイルか、







維鈞︿ぜひとも和平を﹀という考えを一蹴、ブリュッセル十一月四日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、⑤﹁代表団が非公式会議、ブリュッセル十一月四日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、⑥﹁いいかげんな雰囲気と報告、東京十一月四日東京︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、⑦﹁英米戦線見える、ブリュッセル十一月三日︵トランスオーシャン・国民 ﹂ ︵英︶ 、⑧﹁歓迎されるポルトガルの姿勢、ブリュッセル十一月四日 ハヴァス ﹂ ︵英︶ 、⑨﹁オランダ上海領事出席、ブリュッセル十一月三日︵ハヴァス ﹂ ︵英︶ ⑩﹁自動車部隊 津浦戦線沿いで奇襲攻撃、済南十一月五日 中央通訊︶ ﹂︵英︶ 、⑪﹁クリーク沿いにシナ軍は大激戦を待つ﹂ ︵英︶ 、⑫﹁侵入軍が蘇州河クリーク南岸で強硬な抵抗にあう、上海十一月五日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑬﹁
K
iangchiao
攻撃さる、上海十一月五日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑭﹁
Patzechiao




































































































































か？﹂ ︵独︶ 、⑤﹁蘇州河クリークで大規模戦闘なし﹂ ︵独︶ 、⑥﹁ブリュッセルが公平な仲介者として日本に提示、ブリュッセル十一月五日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、⑦﹁進展なし、 十一月五日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、⑧﹁シナの将軍、日本の内政の急変を予言 ベルリン十一月三日︵
T. ︶ ﹂ ︵独︶ 、⑨﹁敵の波状攻








京の宣戦布告不確実 ベルリン十一月五日︵ロイター ﹂ ︵英︶ 、

﹁決定されず、東京十一月五日︵同盟︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁東京は宣戦布告するとの噂、ブリュッセル十一月五日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁正式の戦争という考えが好


















































































































































東京十一月五日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、②﹁太原の運命決定か
　
北京十一
月五日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、③﹁常徳占領さる、北京十一月五日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、④﹁日本軍陣地蘇州河クリーク南側に繋がる﹂ ︵独︶ 、⑤﹁天津のルター博士の意見を誤報、上海十一月五日︵
T. ︶ ﹂ ︵独︶ 、⑥﹁ドイツの和平









︶ ﹂ ︵独︶ 、⑪﹁シナ軍重爆撃のもとク
リーク南部の強固 陣地二か所から撤退、上海十一月八日︵中央通訊︶ ︵英︶ 、⑫﹁リンカーン路付近で戦闘、上海十一月八日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑬﹁
Patzechiao
また攻撃さる、上海十一月八日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑭﹁虹










日本軍孤立十一月八日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑳﹁シナ軍撤退、河南十一月八日︵中
央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、







十一月八日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁蘇州十五回爆撃、蘇州十一月八日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁日本軍機墜落、蘇州十一月九日　
素晴らしい飛行機日和。ところが、空襲がない。おそらく上海の出来事と関係しているようだ。今日も上海の
新聞はきていない。上海のラジオは上海陥落、つまり上海地方にはもうシナ兵はいないと伝えている。これで要するに上海から南京は切り離されてしまった。少なくとも当面は。陸路を問題にする限りだ。水路はまだ少しは通じているのか、近日中に分かるに違いない。これはすでに当地で一九三二年の初めに一度経験したことだ。 ﹃上海ポスト﹄がちょっと見られなくなったのは残念だが、それ以外に問題がないなら、何も言うことはない。しかしひょっとしたらこれに伴ってまだまだ悪い出来事があれこれ出てくるだろう たとえば生活必需品の不足などなど。これからどうな 当分は誰にも分からない。私はもうてんでわからない。　
韓氏は﹁シナ人は和解しない。チベットまで後退せざるを得ないとしても﹂と言う。しかしおそらくその点は






れるがごとく、当地の我々は当分は途方に暮れる。ブリュッセルの九か国会議がシナの面子をつぶさずシナが受け入 可能な成果を実際に引き出せない場合 そしてそうなる気配がさしあたり濃厚なのだが︶ 、私の考えでは、日本軍の次の手は、シナ政府つまり 蔣介石元帥を南京から追放することだろう。私が思うに、それはさしてさほど難しくはない。しかし陸路の前進は間違いなく簡単ではない。私が知らされているかぎり一種 ヒンデンブルクラインがあって、そこを突破する際は多くの人命が失なわ よう 水路を選んでも簡単ではない。揚子江の機雷封鎖はともか 除去せねばならず、陰江︵
K
iangyin ︶の要塞も突破せねばならない。私の聞くところ後者は
大規模なガス攻撃によってのみ達成されるそうだ。それは勿論日本軍にもできると思う。しか このほかにも別の道があって、それこそまさにすでに以前から通告され強化されてきた南京空襲である。日本軍は私が聞く ぎり現在およそ六百機を上海 持 いる。最近の大規模戦闘の際 六十機ないし百機の爆撃機が戦闘機や味方の飛行機に守られながら爆弾を一斉に落としたという。そのような軍用機が南京を攻撃すれば目的を達成するであろう。そのことは疑い得 いから、神 誓ってもそうならないことを願って る。それで そうなれば、そ ときはも 確かにクトー号にいた ものだ。しかし縁起でも いことを言うべきじゃ い。がんばれ︵


































eine derartige Luftflotte N
anking angreift, w
ird sie ihr Ziel erreichen ︶というラーベの第三者的な表現を一字一句
違たが







る。激しい砲撃、だが成果はない。前後でドンという音がする。リーベは学校の入り口に立って私のツアイス製十八倍望遠鏡を手に空を観察していたので、最後になったリーベも含めて全員地下壕に入るよう命じる。近隣の屋根ががたがたと音を立て始めたのだ。高射砲部隊の砲撃の破片だ。こんな破片の雨でも怪我もなく無事でいられるのがいつもうれ 。しかし人々にちょうどよい時にそこに行くよう仕向けるの いよいよ難しくな きている。有り難いことに、これまでのところ何も起きて ない。そ め彼らは無頓着になって て、時 は大目玉をたっぷり落とさないと 危険だとは少しも思わない。地下壕がひどくぬかるんできた。地下水を外に出すのがひと苦労だ 何時間も汲み出さねばならない。
どこも滑りやすい。今日は階段の上から滑り落ちてしまっ





























































































①﹁ブリュッセルの仲介構想は東京好まず、東京十一月八日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、②﹁日本の態度、






ing 、北平の南、十一月九日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、








































































































︵英︶ 、②﹁アジア紛争論評、ロンドン十一月九日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、③﹁日本軍艦六隻無益な爆撃で廈門を驚かす、廈門十一月十日 中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、④﹁上海で日本軍二千人増強﹂ ︵英︶ 、⑤﹁甘介侯博士︵訳註、前広東省
･
広州市経済委員会委員長︶世界の趨勢はシナに有利にと﹂ ︵英︶ 、⑥﹁日本の共産主義者怒る、社




河南の農民侵略者に武器を取る、新郷十一月十日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑰﹁日本軍敗北、済南十一月十日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑱﹁激戦が予想される、済南十一月十日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑲﹁爆撃機が黄河の橋を狙う、済南十一月十日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑲﹁太原攻撃、臨汾十一月十日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑳﹁シナ軍の勇気 再びドイツジャーナリズムが称賛、フランクフルトアムマイン十一月十日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁九か国
グループ結果の達成に結束、軍退去について蔣介石の説明、ブリュッセル 一月十日︵中央通訊 ﹂ ︵英︶ 、
﹁日
本は上海で譲歩を希望かとロンドンは見る、ロンドン十一月十日︵トランスオーシャン﹂ 英 、﹁イギリスのジャーナリスト日本軍 機銃掃射で死亡 上海十一月十一日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁日本の騎兵隊が津浦戦線
に駐屯、済南十一月十一日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、





の英国所有埠頭に日本軍上陸、上海十一月十一日︵中央通訊 ﹂ ︵英︶ 、
﹁戒厳令発令、上海十一月十一日︵中



































人から電話が入ってきた。 ﹁ねえ ちょっと、すぐ技術者を送ってください 。ミシンが壊れちゃったの﹂ 。これに答えて、 ﹁奥様 こちらはジーメンスでして、シンガーで ござ ません﹂ 。そし ら、 ﹁分かってるわよ。シンガーにはもういったけど、馬鹿にもほどがある。それであ たのところに電話してるのよ。うち は電気ミシンですから！﹂と言うのだ。それでどうしろというのか。 も く明日ちょっと電話工事の孫︵
Sung ︶を行か

















るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている。従っ ︵四︶ 邦訳版にもない。　
この日の末尾に貼付された新聞記事は以下 通りである。
　
①﹁防衛隊司令官が引き続き南市防衛と公言、上海十一月十一日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、②﹁ノースチャイナデ




国を太平洋の第一の敵と呼ぶ、東京十一月十一日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、④﹁日本は共同租界規程の調整を要求、東京十一月十一日、 ︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、⑤﹁日本の新聞人が戦争物語を求め北へ移動、仙頭
Sw
atow
十一月十二日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑥﹁列強の東方の利害がブリュッセル会議の中心、シナ代表は仲
介計画を黙諾させられたと発言、ブリュッセル十一月十一日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、⑦﹁敵機十三機をシナ空軍が爆撃か﹂ ︵英︶ 、⑧﹁軍事司令部︵注、中支那派遣軍︶を東京が設置、東京十一月十一日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、⑨﹁浙江 江蘇 都市にまた空爆 杭州 月十二日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑩﹁洛陽に初空爆、洛陽十一月十二日 中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ ⑪﹁シナ軍の空襲で日本は警報という噂信じられず ⑫ 誤報、社説﹂ ︵英︶ 、⑬﹁
N
anziang
と安定を敵占領、上海十一月十二日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑭﹁シナ反撃、杭州十一月
十二日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑮﹁兵二万到着、蘇州十一月十二日︵ 央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑯﹁南市撤退、蘇州十一月十二日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑰﹁首都で孫文生誕記念祭の大集会﹂ ︵英︶ 、⑱﹁日本軍の
臨
県攻撃不成功か、済南
十一月十二日︵中央通訊 ﹂ ︵英︶ 、⑲﹁太原に精鋭部隊 臨汾十一月十二日︵中央通訊 ⑳ 自動車部隊が活動、新郷︵
H
sinhsiang ︶十一月十二日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁運命の部隊生存者に報賞﹂ ︵英︶ 、
﹁日独
伊の反共ブロックについてソ連の新聞が論評 モスクワ十一月 日タス﹂ ︵英︶ 、﹁東京の回答は秘密部会で検討、ブリュッセル十一月十二日︵トラ スオーシャン︶ ﹂
﹁回答の原文、ブリュッセル十一月十二日︵ト
ランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁新たな招待は不要 ブリュッセル十一月十二日︵トランスオーシャン︶ ﹂ 英︶ 、﹁ロ ドン驚く、ロンドン 一月十二日 トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁ドゥルボ仏外相ブリュッセルに














奪還、杭州十一月十三日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、

﹁更に増援部隊が到着、蘇州十一月十三日︵中
央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、

















﹁数千の難民食料と家を奪われ南市の通りを徘徊、上海十一月十三日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁上
海の食料不足心配なし、河氏談、上海十一月十三日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁淅江へ休みなき爆撃が続く、杭州








































新聞記事①﹁侵略者が赤軍に挑戦することにソ連代表団が警告、ニューヨーク十一月五日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、


















︶ ﹂ ︵独︶ 、⑱﹁シナは直接交渉を好まず、 、南京十一月七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑲﹁死者五三人、負傷者
一五一人、十一都市爆撃 杭州十一月七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑳﹁爆撃機が鉄路を吹き飛ばす 広東十一月七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ ﹁山東の町爆撃さる、済南十一月七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁シナ支持のデモがロンドンで、ロンドン十一月七日︵ハヴァス︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁フランス国際連盟協会が禁輸を主張、パリ十一月七日︵ハ
ヴァス︶ ﹂ ︵英︶ ﹁太原の英国人に不安、北京十一月七日︵ロイター ﹂ ︵英︶ 、﹁ 本軍太原入城 北京月七日︵ロイター︶ ︵英︶ 、
﹁日本軍機洛陽に飛来、洛陽十一月七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁ソヴィエトがシ
ナとスペインにアピ ル、モスクワ十一月七日︵ロイター︶ ﹂ 英︶ 、
﹁モスクワで大デモ、モスクワ十一月七
日︵ハヴァス︶ ﹂ ︵英︶ ﹁パリは日独伊防共協定の秘密条項を怖れる、パリ十一月七日︵ハヴァス︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁秘密条項を暗示するもの、ロンドン十一月七日︵ハヴァス︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁ワシントンは不安に、ニューヨーク十一月七日︵ハヴァ ︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁モスクワは心配せず、モスクワ十一月七日︵ハヴァス︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁ユ ゴースラヴィアは支持、ベルグラード十一月七日︵ハヴァス︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁ムッソリーニが歓待する、ローマ十一月
七日︵ハ ァス︶ ﹂ ︵英︶ 、



















の﹃前線と戦闘﹄ ﹂ ︵独︶ 、
﹁価値ある否認、論説﹂ ︵英︶ 、﹁二つの基本的心理、上海十一月七日論説﹂ ︵英︶ 、﹁上海南市安全地帯組織者が本日協議﹂ ︵英︶ 、

﹁松江爆撃の恐怖を外国人目撃者が述べる、 ︵シナ情報サービスへの特別記事︶ ﹂ ︵英︶ 、
































































しかし依然として静まり返っている。それから午後二時になって﹁音報﹂つまり警報が出た。十分後に二度目のサイレンが出る。午後二時半に六機の日本機が現れて高射砲の猛射を受けたが、成果はない。城内の南にはまだほかの爆撃機 い に違いない。機銃音と更に約十五発の爆弾の着弾があちらから聞こえてくるからだ。午 三時十五分に警報は解除された。大使館のフィッシャー参事官が言うには、クト 号のために無線短波装置︵drahtlose K
urzw
ellenstation ︶を買いたいのだが、上海のテレフンケン社の言うように三週間は待てない。私か

















































韓氏はまたも前貸し金をも っていた。妻子をなんとか早く済南経由で友 のいる青島に送りたかったのだ。今やもう移動の手段もないと彼は聞い 済南 手前の□□□？︵
Lokou
？︶で鉄道橋の一つが日本軍の前進

























るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている 従って︵四︶の邦訳版に ない。　
ヴィッケルト版︵ならびに邦訳版︶は十六日の﹁いつまでもぐずぐず ているわけにはいかない﹂ ︵本稿二一







































































































































































































































































































































































装備も訓練もないように見えた﹂と十一月二十一日の日記に記しているが、ラーベも十一月十七日に﹁ショッキング﹂と驚愕している。私たちが南京戦を考える上で実に重要な光景であった。しかも南京に限らずシナ大陸の各地で見られた、 ﹁ ︵普通の男を︶軍服に着換へさせ鉄砲を有たせると立派な兵卒﹂になるという光景であった。背中に束にした包みを背負 軍服も着ずに
000000
ボロをまとっただけの新兵が、教育も受けずに武器を持たされて戦場
に投入されたのである。要するに なしという戦時国際法違反の新兵たちが、恐らくは安全地帯︵中立地帯︶にかんする予備知識す 与えられな まま、城門陥落後はそこを避難地帯としてそこに雪崩れ込むこと った。それが後に戦時国際法の保護 享受できないという﹁天 唾する悪い結果﹂をひきおこすことになる。　
註１、
Vautrin’s D
















































































































































































































































































































































































































































































︶ ﹂ ︵独︶ 、②﹁イーデン




︶ ﹂ ︵独︶ 、④﹁仲




︶ ﹂ ︵独︶ 、⑥﹁やはり日本はブリュッセルに参加、ブリュッセル十一月九日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、








︶ ﹂ ︵独︶ 、⑨﹁日本軍太原占領、北京十一月九日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、⑩﹁日本軍汾陽
︵
Fengchow
︶に到達、天津十一月九日︵Ｄ︶ ﹂ ︵独︶ 、⑪﹁我々とシナ﹂ ︵独︶ 、⑫﹁上海南市で昨夕は、十一月十
日論説﹂ ︵独︶ 、⑬﹁シナ軍上海退却後も南市は防衛される﹂ ︵独︶ 、⑭﹁日本の大幅な人口増、東京十一月九日︵T
-K
M
︶ ﹂ ︵独︶ 、⑮﹁南京空襲、南京十一月十日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、⑯﹁太原の外国人無事、北京十一月十日︵ロ












︶ ﹂ ︵独︶ 、

﹁シナ兵は勇敢と日本は評価、





﹁東京の日刊紙は宣戦布告もあると考える 東京十一月十日︵同盟︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁首都爆撃再開、南京
十一月十日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁上海南市付近でイタリア船に銃弾攻撃、 ﹂ ︵英︶ 、﹁列強会議を早める努力を、ブリュッセル十一月十日︵ロ 英

﹁リトヴィノフが会議を驚かす、ブリュッセル十一月十日︵ロ




﹁伝道団の運命不明、北京十一月十 ︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁第二十九軍前進、新郷十一月十日︵中
央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、


























ing ︶ 、東京十一月十一日︵ロイター︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁上



















から南市を射撃﹂ ︵独︶ 、﹁日本人は何を、会議は何を言うのか﹂ 独︶ 、﹁戦争は目前に、十一月十二日金曜日論説﹂ ︵独︶ 、﹁英国人ジャーナリストのシュテファンス射殺﹂ ︵独︶ 、 ︵写真説明︶ ﹁勤務中にペンブローク・シュテファンス氏︵
Stephens Pem




























. ︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁ブリュッセル会議でシナ代表が熱
弁、南京は日本への武器原料の供給を停止せよと要求、ブリュッセル十一月十三日﹂ ︵独︶ 、﹁ノーマン・デーヴィス米国代表が語る﹂ ︵独︶ 、﹁仏外相ドゥブロ武力行使に反対﹂ ︵独︶ 、﹁イタリア代表は貢献材料なしと語る﹂ ︵独︶ 、﹁長期戦を前に上海の国民党が市民にメッセージ﹂ ︵独︶ 、﹁寧波に恐怖の空襲﹂ ︵独︶ 、﹁日本がジャキーノ神父を称賛︵
Japanische A
nerkennung für Pater Jaquinot ︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁無差別爆撃という非難に
日本海軍が抗議﹂ ︵独︶　﹁チャイナプレス南京版の最終版﹂ ︵注、ラーベのタイプ打ち︶　①﹁価格高騰の上海で新たな食糧不足の懸念、上海十一月十四日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、②﹁極東防




の北十一月十五日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ ⑨﹁津浦線、徐州 一月十五日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑩﹁日本兵が郵便局に︿視察旅行﹀ 、蘇州 五 ︵中央通訊︶ 英 ⑪ 嘉山は依然シナ軍 手にと主張、杭州 一月十五日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑫﹁浦東の日本軍、
Q
uisan
十一月十五日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑬﹁多くの日本軍負傷兵
B
aik




⑰﹁アメリカが満洲に投資と噂に、東京十一月十五日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、⑱﹁英国大使香港到着、香港十一月十六日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、⑲﹁英国政府はハリファックス卿のドイツ訪問を決定、ロンドン十一月十五日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、⑳﹁極東危機のためインドの対日輸出は減少、デーリ十一月十五日︵トランスオーシャン︶ ﹂ ︵英︶ 、
﹁対日非難決議ブリュッセルの九か国会議で決議、ブリュッセル十一月十五日︵ト





央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、﹁日本軍撃退、杭州 一月十六日︵中央通訊 ﹂ ︵ ︶ 、﹁蘇州昼夜爆撃、蘇州十一月十六日︵中央通訊︶ ﹂ ︵英︶ 、




































ジーゲルがトラックでやってきて、更に三個のトランクを持っていってく た。それに私が預かっていたリルツ先生のトランク五個も。リルツはスパラート︵注 ロアチアのアドリア海沿岸の都市︶ 転勤していた。事務所のボーイの佟が午後七時になっても戻ってこなかったので車で下関へ行くと 午前十一時には来ているはず艀はしけ
が今しがた到着したばかりだった。手荷物の積み込みの際の大混乱は恐ろしいほどだった。
 どのボーイもご
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eiss natürlich nichts von m




































































































































































































































①﹁蘇州戦の戦闘状況、上海十一月十九日︵トランスオーシャンニュ ズ︶ ﹂ ︵英︶ 、②﹁日本軍常熟︵
C
hangshu ︶




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































hou shall love T

































































日ほど前に流産していると判明した。直ちに鼓楼病院︵注、南京大学病院︶に入院した方がよいと こと。コックの方は動脈硬化に罹っているが、二、三日も休めば回復して仕事に戻れるというのが医者の見立てだった。こういう病気の場合、私 は大変都合 悪いが、だからといって何ができるというのだ。張は私 知る限り何とかまあコッ できる唯一の男で、今は妻の病気 彼の心の重荷となっ いる。私がぜひ知りたいのは、さ 、誰がいつでも炊事を引 受けられるかだ。新しい者は雇えない。何か打開策を見つけねば。　
韓氏は最近家族を追い出さないで済むよう思いをめぐらしている。ではどうすべきか、一つよい助言をすべき



























































































































































































































































































































トー号をつかまえればと期待している。それがうまくいけばさらに漢口までフルダーマンとシェンケはクトー号で行くつもりだ。ヒュールターはこの二人を蕪湖まで車で乗せてい て、そこから戻ってくるとか。 ︵彼 大使館では椅子の脚 監視しなければならない、二人が逃げないよ に、と言っている︶ 。　
午前八時、張の妻のタイタイを鼓楼病院︵注、南京大学病院︶に連れていく。可哀そうに夫人はひどく苦しん
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ヴォートリンがこの日﹁一五〇〇の重傷の負傷兵が今日南京 運ばれてきた﹂と聞いたこ を記している。そして十一月七日﹁負傷兵下関収容所﹂ ︵
R
eception for W







































































































































































































































































































るが、 ︵三︶のヴィッケルト版では全て削除されている。従って︵四︶の邦訳版にもない。同じく﹁破線﹂を付した、 ﹁ヒトラー宛て﹂と﹁クリーベル総領事宛て﹂の二つの電文を含む﹁上海ドイツ総領事館御中ならびにラーマン上海地区指導者殿﹂の電報は、 ︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄では本文中に組み込まれている。　
同じく﹁破線﹂を付した箇所の﹁二時半﹂という時間は、 ︵二︶ 一九四二年の﹃爆撃﹄では﹁三時半﹂に変






























































































































































































































































































































号が二〇九頁から二一二頁へと飛んでいる。二頁分 欠落が見られるのである。そのうえ二十六日から││﹁二十七日﹂の日付がないまま││二十八日へと飛んでいる。十一月二十七日が欠落しているのである。欠落している二頁分は二十七日の記述なのかも知れない。或いは そうでないのかも知れない。また欠落部分に何が書 れていたのかも分からない。　
一方、一九四二年の﹃爆撃﹄の日付は二十六日、 ﹁二十七日﹂ 、二十八日と、連続している。どうして﹁二十七
日﹂があるかと言えば、 ︵一︶ 一九三九年の﹃敵機﹄の二十六日の後半が︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄の﹁二十七 に改変された らである。具体的には本書二七四頁の﹁コックの曹が依然病気だ﹂以下がそれで、これは︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄では二十六日の記述であった。　













明日の正午に中央銀行の小額紙幣︵一ドルとそれ以下︶に交換できるということだった れ きっと使うことになろう。実際、小銭は極端に不足している。ローゼン博士からお茶に招かれて行く途中、車のタイヤがパンクしたため、歩いて行かねばならなかった。運転手はカギもかけず クルマを路上に放置してガソリン探し のんびりと出て行く。大通りは真っ暗というのにトラックが引っ越しのため木箱や手荷物を積んで盛んに往来している。真暗闇だから行き過ぎないよう目を凝らさねばならない。ローゼン博士のところに着くと、シャルフェ ベルク、ヒュールター、クレーガーがまだいるではないか。この三人は う渡航には間に合わ そのため南京に留まらねばならなかった。長 間待ったあと更にローレンツ騎兵中隊長 やっ きた。彼は夕方出発しなければならない。おしゃべりをして楽しい宵のひととき 過ごした。ローレンツ ここを出発する最後のドイツ軍事顧問だと、ローゼン博士が賞賛 ロ ゼン 、まだ私たち全員間に合うので南京で銃撃とならないうちにジャルディン社の艀
はしけ
で立ち去るのではないかと大層心配している。ヒルシュベルクの一家もやむを得なければ艀


















































られ、 ︵三︶のヴィッケルト版もこれに従っている。﹁読点﹂を付した箇所は、 ︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄にはあったが、 ︵二︶の一九四二年の﹃爆撃﹄で削除され、︵三︶のヴィッケルト版にもない。従って︵四︶の邦訳版にもない。　
なお、すでに述べたように、右の﹁二十七日﹂は︵一︶の一九三九年の﹃敵機﹄で 十一月 十六日の記述と














































































































和平を希望、北京十一月十四日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、⑦﹁シナの発券銀行活動継続﹂ ︵独︶ 、⑧﹁松井大将ジャキーノ地帯に一万円を寄付、南京 一月十五日︵独 、⑨﹁蘇州から外国人退去、南京十一月十五日﹂ ︵独︶ 、⑩﹁上海のイギリス人が損害請求 ロンドン十一月十五日﹂ ︵独︶ 、⑪﹁日本軍部隊崑山へ進撃﹂ ︵独︶ 、⑫﹁四つの前線、南京十一月十四日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、⑬﹁南京政府撤退、南京十一月十六日︵ロイター︶ 訳註、記事によれば行政院・立法院・司法院・監査院・検査院は重慶と四川に 財務部・外交部・保健衛生部は漢口に、交通部は湖 省都 長沙に移る 、軍事司令部
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︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁南京ではドイツ人婦女子乗船﹂ ︵独︶ 、
﹁南京は防衛
される、南京十一月十七日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁上海地区のシナ軍激しく抵抗﹂ ︵独︶ 、
﹁日本軍の進撃止
まる、蘇州十一月 七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵独︶ 、﹁嘉興爆撃、杭州十一月十七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵独︶ 、﹁シナ軍黄河南岸を渡 ﹂ ︵独︶ 、﹁ 本 傷手の可能性にかんするシナのメモ﹂ ︵独︶ 、﹁ブリュッセル会議の声明に日本では怒りが、東京十一月十七日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、

﹁シナ軍反撃、新郷十一月十七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵独︶ 、






. ︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁ブリュッセルの対日声明採択、









.L. 号外︶ ﹂ ︵独︶ 、﹁移動戦から新たな陣地戦へ﹂ ︵独︶ 、﹁シナ軍は上海南京間の陣地を
強化中、南京十一月十七日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、










. ︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁蘇州空襲について外国人が報告、南京十一月十七日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、

﹁山西の戦闘状況、臨汾十一月十七日︵中央通訊︶ ﹂ ︵独︶ 、﹁九龍広東線に新たな空襲、広東十一月十八日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、﹁ブリュッセルの足並みは完全に不確実、ロンドン十一月十八日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、﹁シナ軍芝罘撤退、芝罘十一月十八日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、﹁ ︿シナの一体化進む、西安十一月十八日︵中央通訊︶ ﹂︵独︶ 、
﹁南京からの脱出﹂ ︵独︶ 、
﹁韓復榘降参、北京十一月十八日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁北京では依然
反日プラカード、北京十一月 八日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁嘉興の戦闘﹂ ︵独︶ 、
﹁日本の陸軍少将負傷、東
京十一月十八日︵ロイター︶ ﹂ ︵独︶ 、
﹁上海戦での日本軍の損害﹂ ︵独︶ 、 ︵訳註、記事によれば戦死者九七六〇、
戦傷者二万九八五〇︶ ﹁南市と浦東の物的損害額﹂ ︵独十一月二十八日　
ローゼン博士が昨日の蔣介石将軍との話し合いの結果について次のように知らせてくれた。 ﹁防衛は城外に限
定されるのか、それとも城内でも更に防衛戦が継続される か﹂という質問には、 ﹁両方の準備をしている﹂ ︵
W
ir 









から問い合わせがあったと うことも聞いている その間にトラウトマン博士はすでにローゼン博士の手紙を受け取っていた。それ ヒトラーとクリーベル宛 の私の電文とこの問題にかんする詳細な事情を知らせていたのだ。中立地帯︵










た。そして日本の当局から情報が得られるまでは何の措置もとれないことが確認された。ミルズ師は、南京防衛は軍事的観点からすると馬鹿げており、南京を平和裏に明け渡す方が良く ないのか、その点を出来る け速やかにシナ側の最高首脳︵蔣介石元帥か唐生智将軍︶に熟慮してもらって気づかせるよう、特に試みるべきだと提案した。それにたい 杭立武博士がそのような措置 現時点では適切で ないと答えた。我々としては中立地帯︵










































































































ie die des G





ie die des G
enerals Tang (daß N
anking unbedingt verteidigt w
erden 
m
üsse) aber sehr schaden m
üssen. ﹂としている。 ︵四︶の邦訳版も当然ながらそれに従って﹁それにしても唐生
智がしたような発言︵ ﹁南京を死守する﹂ ︶ 、迷惑千万だ﹂と訳し　





















































三七年十二月十三日付︶は、司令長官の唐生智と両副司令長 連名で打電され いる。これが事実 すれば、副司令長官の劉興は唐生智とともに南京を脱出していたことになる。慎重な検証が必要となろう。　
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anuskripten und seinen veröffentlichten “ Tagebüchern” (3 )
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